
左から、尾崎弘之教授、坂井貴行教授、岩堀敏之特命准教
授、幸田徹特命教授、中町昭人特命教授、島並良教授。

先端医療学分野
アントレプレナーシップ分野

Ent rep reneu r sh i p

　島扶美教授が、がん発生にかかわるタンパ
ク質RasのＸ線結晶解析を始めたのは、神戸
大学大学院医学研究科の助手だった2000年の
こと。Ｘ線結晶解析は門外漢だったが、指導
教官の片岡徹教授の鶴の一声だった。
島　関連本を注文して取り寄せ、一からやり
方を学んで試したのですが、なかなか結晶が
できません。「私の腕が悪いのか？　材料が
悪いのか？」と思い、M-RasというRasの一
種に変えて試したところ、すぐに結晶ができ
ました。ところが、解析に適した条件を満た
す結晶はなかなかできません。１年半かけて
ようやく成功し、SPring-8で解析してもらっ
たところ、驚きました。ポケットのような穴
が開いた構造をしていたのです。Rasにはそ
んなポケットはないと考えられていたから、
大発見です。ところが、SPring-8の担当者か
らは、「結晶が壊れてると思います」と言わ
れました。聞いたことのない構造ですから、
そう思うのも無理ありません。それでも論文
を書いたものの、片岡教授には、穴が開いて
る理由がわからないと却下されました。

　壁にぶつかり悩んでいた時、一緒に研究し
ていた学生が捨てようとしていた論文のタイ
トルが、たまたま目に留まった。
島　「Dynamic properties of Ras」（Rasの動
的な性質）と書いてあったのです。その瞬間、
震えがきました。「Rasはダイナミックに動
いてる！　ポケットは開いたり閉じたりして
いるんだ！」と。確かめるにはNMR（核磁
気共鳴）法が必要です。たまたま子供の保育
園のママ友の旦那さんがNMRの研究者で調
べてもらったところ、やはりポケットは開い
たり閉じたりしていました。ある標的タンパ
ク質がRasに結合すると、細胞を増やす信号
伝達のスイッチがＯＮのままになり、がん細
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分子の“ポケット”に結合してがんを防ぐ
革新的ながんの分子標的薬を開発 創薬科学研究室

ブレークスルーをイノベーションにつなぐ人材を
週１のアントレプレナーシップ講座で育てる

「開いたり閉じたりしているんだ！」

ポケットが開いた画期的な構造を
発見したものの……

　この研究科ではすべての学生が文系分野で
あるアントレプレナーシップ（企業家精神）の科
目を履修する。指導陣の中心が、経営学が専門
の忽那憲治教授とベンチャー設立の実績を持
つ山本一彦教授だ。
忽那　学内で研究科創設の議論をしている時、
理系の学生こそ企業家精神を学ぶべきだと提
案して認められ、山本さんに声をかけました。
山本　アメリカでは理系と文系の最高の知識
を併せ持つビジネスエリートがベンチャーキ

えました。「経営を学ぶ理系学生は君たちだけ。
就職で差別化できる」と話したり、学生に人
気のある企業を実例に事業戦略を教えたり。
そこを入り口に、２年間で文系大学院レベル
の基礎知識は身につけてもらいます。
忽那　卒業生は就職活動で役立ったと言って
いましたが、真の意義を感じるのはこれから
だと思います。企業に勤める技術系社員が、
40代になってから事業化のために経営を学ぶ
意味を知り、大学院に来ることも多い。20代
前半でそれに気づき、学べるのですから。

　創設から２年。2018年からスタートした後期
課程では、より斬新な試みに取り組んでいる。
山本　後期課程の学生には具体的なシーズの
事業化プランを書かせ、厳しく審査します。企
業の意向で派遣された学生が多いですね。
忽那　企業にしてみれば、いくら研究成果を
上げても、それが事業につながらなければ意
味がない。だからこそ、事業化プランまで求め
る私たちへの期待は大きいのだと感じます。
山本　この研究科は教員同士も文理の垣根が
なく、同じ釜の飯を食う同僚として自由に議
論ができる。日本の大学でイノベーションを起
こす方法はこれしかない――そんな手ごたえ
を感じています。

理系の学生にいきなり剛速球は無理
緩い球から入って文系大学院レベルに

ポケットに合う化合物を結合させることで、標的タンパ
ク質の結合を阻害し、細胞がん化信号の伝達を遮断する。
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商学部経営学科卒業。住友電工、

野村総研などを経て、創業期専
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業し、ベンチャー企業の投資育

成などに取り組む。2016年より

現職。リアルなビジネスと戦略

的企業家精神を学生に伝えたい。

YAMAMOTO Kazuhiko
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愛媛県出身。1997年大阪市立

大学大学院経営学研究科修了。

博士（商学）。大阪市立大学経済

研究所助教授などを経て2016年

より現職。アントレプレナー・フ

ァイナンスに関する研究などが専

門。高校・大学でラグビー。

KUTSUNA Kenji  

忽那 憲治 教授

兵庫県出身。1991年神戸大学医

学部卒業。博士（医学）。神戸大

学大学院医学研究科准教授など

を経て、2016年より現職。医

学の道を志したのは5歳の時、
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すことよりなぜそうなるのかが

気になり研究の道に。

SHIMA Fumi

島  扶美 教授

胞が増え続けます。標的タンパク質がRasに
結合するのは、ポケットが閉じた状態の時だ
け。ポケットに合う化合物を見つけてふたを
すれば、ポケットは開いたままで標的タンパ
ク質は結合できず、がんを防げます。コンピ
ュータシミュレーションで候補化合物を割り
出して試し、３つを特定。「Kobeファミリ
ー化合物」と名付けました。現在は、この成
果を元に森特命教授と共同で、「Raf」とい
う別のタンパク質の阻害剤の研究を進めてい
ます。振り返るといくつものピンチを迎え、
「ピンチはチャンス」と思って乗り越えてき
ました。実験に失敗はつきもの。しかし、そ
こに未知の真実が隠れているかもしれません。
私は学生が失敗した時「なぜ失敗したと思
う？」と聞きます。失敗の原因を見極める目
こそ、発見する力になるのですから。

ャピタリストとしてブレークスルーとイノベ
ーションをつないでいます。日本でもそんな
人材を育てたい。過去に大学発ベンチャーに
関わり、大学の先生との距離感を埋められず
に苦労した経験から、大学に入って同僚とし
て一緒に仕事をしてみたいとの思いもあり、
転身を決めました。
忽那　前期課程の学生は、毎週月曜、全員が
揃い、朝から夕方まで私たちの授業を受けま
す。学生はそもそも経営に興味がないし、私
も理系の学生に教えた経験はないから、最初
は戸惑いましたね。
山本　いきなり剛速球を投げてもキャッチで
きない（笑）。最初は緩い球を投げることを覚

イノベーションを起こす方法は
これしかない

事業創造に必要な技術戦略、知

財戦略、事業戦略、財務戦略を

理論と実践の両面から学んで成

功確率向上のフレームワークを

習得し、強い情熱をもった人材

を育てる。

神戸大学大学院科学技術イノベーション研究科 Graduate School of Science, Technology and Innovation

森一郎特命教授は製薬会社などでの経験を活かし、新た
な分子標的薬のデザインなどに取り組んでいる。
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Rasの結晶

がん発生の原因タンパク質Ras
の一種M-Rasが、ポケットのよ
うな穴が開いた特徴的な構造を
していることを発見。さらに、
そのポケットが開いたり閉じた
りすることを突き止めた。

アントレプレナーに
必須の4分野
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